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HISTORY丹波市は 11 月 1 日で　　　　　

な
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ほ
ど
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平成 16 年 

本会議
２日目

議員の数も 2/3 に　初めは、30名だった議員も、2
度の定数見直しにより、当初の2/3
である20名まで削減しました。
　議員報酬は、当初からずっと据置
で、一度も改正が行われていません
でしたが、令和2年4月から報酬月
額を5%引き上げることになりまし
た。

資料はタブレットで

　議員活動には膨大な資料が必要と
な

ります。タブレットと文書共有シス
テ

ムを導入することで、過去の資料も
検

索しやすくなり、会議資料の大部分
が

ペーパーレスになるなど、経費削減
に

もつながっています。

足立　　修

足立　一光

足立　正典

大木　滝夫

太田喜一郎

荻野　拓司

奥村　正行

垣内　廣明

第２期議員名簿（２４名）      （50音順）

近隣の高校生や大学生と意見交換を行

うことなどで、若い世代にも市議会へ

の興味を持ってもらえるようさまざま

な取組を行っています。

　議員が市
政に関する

調査・研究
そ

の他の活動
に役立てる

ために必要
な

経費を、政
務活動費と

して一人あ
た

り月額1
万円を支給

しています
。

　より一層
透明性を確

保するため
前

払していた
ものを、後

払で使った
分

だけ支給す
るよう変更

しました。

政務活動費の後払

「15 歳」

　丹波市は 11 月 1 日で市制施行 15 周年を迎えます。丹波市議会

では、みなさまの声を市政に届けるため、15 年かけて「開かれた

議会」をめざして議会改革に取り組んできました。その結果、今

では多くの議会から視察にお越しいただくほど先進地になりまし

た。

　これからもさらなる改革に取り組んでまいります。

丹波市議会
 15年のあゆみ

平成 29 年
4 月 ~

なる
ほど！

なる
ほど！
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　　20 年 　　24 年 　     　28

第 1 期前期第 1 期後期第２期後期 第２期前期第３期前期第３期後期第４期前期第４期後期

　　22 年 　　26 年 　　30 年 　　18 年 
現　

在

氷
上
郡
6
町
が
合
併
し
丹
波
市
が
誕
生

初
め
て
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
30
名
の
議
員
が
誕
生

議長　　山本忠利　
副議長　足立一光

議長　　山本忠利　
副議長　廣瀬憲一

議長　　田口勝彦　
副議長　足立    修

議長　　足立正典　
副議長　太田喜一郎

議長　　奥村正行　
副議長　田坂幸恵

議長　　奥村正行　
副議長　田坂幸恵

議長　　太田喜一郎　
副議長　前川豊市

議長　　林 　時彦　
副議長　藤原 　悟

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
制
定

第
2
回
市
議
会
議
員
選
挙
で
24
名
の
議
員
が
当
選

　　17 年 　　19 年 　　21 年 　　23 年 　　25 年 　　27 年 　　29 年 令 和 元 年 

本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
・
録
画
中
継
開
始

議
会
基
本
条
例
制
定

議
会
議
員
定
数
条
例
を
改
正
し
20
人
に
削
減

議員提案に

より

議
会
議
員
定
数
条
例
を
制
定
し
定
員
を
24
人
に
削
減

議員提案に

より

第
３
回
市
議
会
議
員
選
挙
で
20
名
の
議
員
が
当
選

政
務
活
動
費
使
途
の
公
開
（
平
成
23
年
度
分
か
ら
）　

「
議
会
報
告
会
」
を
初
め
て　
　

 

開
催

議
長
交
際
費
の
公
開
（
平
成
24
年
度
分
か
ら
）　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
運
用
開
始

議
会
災
害
対
策
支
援
本
部
設
置
要
綱
制
定

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
対
応

議
員
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

会
議
資
料
の
大
部
分
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

政
策
討
論
会
を
開
催

第１期議員名簿（３０名）            （50音順）第３期議員名簿（２０名）       （50音順）第４期議員名簿（２０名）     （50音順）
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岸田　　昇

木戸せつみ

小寺　昌樹

坂谷　高義

瀬川　　至

高橋　信二

田口　勝彦

田坂　幸恵

足立　　修

足立　一光

足立　鐵男

足立　正典

大木　滝夫

太田喜一郎

大野　亮祐

荻野　拓司

西本　嘉宏

廣瀬　憲一

林　　時彦

藤原　　悟

堀　　幸一

前川　豊市

山下　栄治

山本　忠利

奥村　正行

岸田　　昇

木戸せつみ

小寺　昌樹

小山　欣彌

近藤　良雄

瀬川　　至

高橋　信二

田口　勝彦

竹知　正明

田坂　幸恵

田村　庄一

難波　岩夫

西本　嘉宏

平井　孝彦

廣瀬　憲一

藤本　正巳

堀　　幸一

前川　豊市

山下　栄治

山本　忠利

吉見　公之

足立　克己

臼井八洲郎

太田　一誠

太田喜一郎

荻野　拓司

奥村　正行

垣内　廣明

岸田　　昇

木戸せつみ

坂谷　高義

田坂　幸恵

土田　信憲

西本　嘉宏

西脇　秀隆

林　　時彦

平井　孝彦

藤原　　悟

前川　豊市

山本　忠利

横田　　親

大嶋　恵子

太田　一誠

太田喜一郎

大西ひろ美

小川　庄策

奥村　正行

垣内　廣明

小橋　昭彦

近藤　憲生

須原　弥生

谷水　雄一

西本　嘉宏

西脇　秀隆

林　　時彦

広田まゆみ

藤原　　悟

前川　豊市

山名　隆衛

吉積　　毅

渡辺　秀幸
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中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定 議員提案に

より

議
会
手
話
通
訳
実
施
要
綱
制
定
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議
会
改
革
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員
会
設
置

     12    　9     7     5     3　　

「
議
会
報
告
会
」
を
「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」
に
名
称
変
更

政
務
活
動
費
収
支
報
告
書
・
明
細
書
等
の
Ｈ
Ｐ
で
の
公
開　

政
務
活
動
費
を
概
算
払
（
前
払
）
か
ら
精
算
払
（
後
払
）
に
変
更　

高
校
生
・
大
学
生
と
の
懇
談
会
（
ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
開
催　

議
会
基
本
条
例
の
一
部
見
直
し
（
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
等
）

既
存
の
常
任
委
員
会
を
再
編
（
３
→
２
）

広
報
広
聴
委
員
会
設
置(

広
聴
機
能
の
追
加
）

     9　　

日
曜
議
会
の
開
催

平成 26 年
11 月 ~ 平成 18 年

12 月
24 人に 平成 22 年

12 月
20 人に

比較的早い段階からフェイスブックやイ

ンターネット中継、議員タブレット導入

に取り組むなど、ICT を推進しています。

本
会
議
・
各
委
員
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

月

第
４
回
市
議
会
議
員
選
挙
で
20
名
の
議
員
が
当
選

予
算
決
算
常
任
委
員
会
新
設

　議会改革
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常
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会
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産
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員
会

　

・
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務
文
教
常
任
委
員
会

　

・
民
生
産
建
常
任
委
員
会

　

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会



黒
井
城
に
登
城
し
、

氷
上
高
校
で
生
産
し
た

牛
・
豚
・
鶏
・
野
菜
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
！

女
子
バ
レ
ー
専
門
の

体
育
館
を
つ
く
る

     

丹
波
市
議
会

       

15
年
の
あ
ゆ
み

   

丹
波
市
議
会
☆

        

ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

視

察

報

告

意
見
交
換
会
回
答

つ
ぶ
や
き
川
柳

日
曜
議
会

　高校生は流行を取り入れ

フレッシュに、大学生は第三者

目線から見て客観的に、議員は

経験を取り入れて現実的にと、

いろんな意見があった。

丹波市について知らな

いことがまだまだあ

り、高校生にも丹波市

のことを知ってもらう

必要がある。

高校生 議員

アンケート自由意見から

大学生

議員さんは的確に話

をされ、大学生は意

見を言いやすいよう

に聞いてくれ、よ

かった。

スポーツ 氷上高特産品

丹波三宝
明

智
光秀や黒井城など大河ドラマを活用できればなぁ。

公
式
の
サ
ッ
カ
ー
場
を

つ
く
る

丹
波
三
宝

（
丹
波
黒
大
豆
、
丹
波
栗
、
丹
波
大
納
言
小
豆
）

と
タ
ピ
オ
カ
の
コ
ラ
ボ

栗きん豚

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る

オ
シ
ャ
レ
な
お
店

氷
上
高
校
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発

道
の
駅
に

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

丹
波
三
宝

を
つ
か
っ
た
ス
イ
ー
ツ

女
子
の

硬
式
野
球
部

を
つ
く
る

大
学
（
農
業
系
、福
祉
系
）

の
設
立

　

氷
上
高
校
生
21
×
福
知
山
公
立
大
学
生
15
×
丹
波
市
議
会
議
員
20

高
校
生
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

　丹波市議会では、「開かれた議会」を目

指して様々な取組を行っています。

　その一つとして、将来のまちづくりにつ

いてこのまちの未来を担う若者の声を聴く

ことで、市政への関心や市議会に声を届け

るきっかけにしてほしいと、昨年に引き続

き「ミライプロジェクト２０１９」を実施

しました。

　福知山公立大学の協力のもと、今年は氷

どうして大学生も参

加しているの？

福知山公立大学では、学生さんが選挙制度や政治参加を

学習されていますので、議員と高校生をつなぎ、高校生

にもわかりやすい内容や雰囲気を作ってもらっています。

高校生に政治の話は

早くないですか？

どんな発見が

ありますか？

若者の主権者意識  の醸成や、高校生（18歳の選挙権）

の投票もあり、政治や地域の関心を高めるために参加し

てもらっています。

議員と若者の距離が縮まり、新たな視点や気づきが得ら

れることで、若者の意見や考えが「丹波市づくり」に繋

がると考えています。

氷上高校生らしい専門

性の高い意見が出さ

れ、丹波市への想いが

感じられた。

氷上高校の豚
（中ヨークシャー種）

障がい者も働ける

農業の場を

あったら
いいな

自然を活かした

アスレチックや
レクレーション

バレーボールの
聖地に

ＯＧも交えて
バレーボール大会

上高校生に協力いただき、今回のメイン

テーマである「若者と考える、みんなで考

える丹波市の未来。」について意見を出し

合いました。

　福知山公立大の杉
すぎおかひでのり

岡秀紀准教授から「関

係人口 って何だろう～多様なふるさとの

関わりかた～」と題した講演を聞き、関係

人口に着目して丹波市の未来についてのグ

ループワークを行いました。

丹
波
市
の
関
係
人
口
を
増
や

す
ア
イ
デ
ア
を
考
え
よ
う
。

カイ

　　　セツ　　

関係人口：移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域と多様に関わる者。
　　　　　具体的には、特産物購入、寄付、リピーター、現地ボランティア、本籍を置いている人など。

　グループワークでは、はじめはなかなか意見

が出ませんでしたが、大学生がファシリテー

ター となって各世代のさまざまな意見を引き

出し、アイデアを取りまとめたり、発表手順のアド

バイスをしたりと中心になって進めてくれました。

発表者は、それぞれのグループの高校生が行い、緊

張で言葉が詰まる場面もありましたが、終始、各世

代が和気あいあいと、笑い声も混じる楽しい雰囲気

でのグループワークになりました。

カイ

　　　セツ　　

主権者意識：国や社会的問題を自分の問題としてとらえ、自ら考え、自ら判断し、行動する主権者を育成する教育により　　

　　　　　　  養われる意識のこと。

ファシリテーター：グループワークで個々の考えや意見を聞きだして整理し、よい会議へと導く進行役。カイ

　　　セツ　　

若者と考える みんなで考える 丹波市の未来。
夢を語ろう　未来へつなごう ☆ 丹波市議会

ミライプロジェクト2019

　特に

氷上高校

OB・OG
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論点！
ココ
がギロンの

Ｑ決算が不認定になった
らどうなるの？

Ａ市民生活に影響はあり
ません。
※ただし、この不認定を受け必要な措

置を講じたときは、市長は速やかに議

会に報告しなければなりません。

使ったお金　58万7,361円 (B)

入ったお金　62万3,240円 (A)

総務費

民生費

衛生費

農林水
産業費

土木費

消防費

教育費

災　害
復旧費

公債費

その他

平
成
3 0

年 度 の 決 算 額 、「 ひ と り い く ら 」
？

市　税 みなさんからの税金 12万 5千円

使用料・
手数料

使用料、負担金、各種証明手数料
1万 1千円

繰入金 特別会計や預貯金からの繰入れ
2万 5千円

繰越金 前年度からの繰越金
3万 2千円

国　県
支出金

国や県の代わりに行う特定の事
業

に対する国県からのお金
8万 6千円

交付税
各種交付金

国や県からの補助、税の配分 21万 7千円

寄附・
財産収入

寄附金、利子、財産収入 2万 1千円

市　債 借りたお金 10万 2千円

ＵＰ

庁舎等の管理、各種計画の推進 7万 5千円

子育て支援、福祉医療など福祉の充実 17万 1千円

ごみ処理など市の衛生 9万 1千円

農林業の振興 3万 4千円

道路や川、橋などの土木工事 4万 6千円

消防や救急 1万 5千円

学校教育や社会教育の充実 4万 8千円

災害の復旧事業 8千円

借金の返済 7万 5千円

議会・商工費ほか 2万円

貯金と借金はいくら？

貯金（基金）残高約 24 万円

総額 153 億 3,325 万円

借金（市債）残高約 115 万円

総額 740 億 147 万円

市民１人あたりの状況は？

※H31.3月末人口64,38
0人で算出。

※千円未満切り捨てのため
、合計額は異なります。

■ 次の年に使うお金　14,400円(C)

　（次年度に使うため必要なお金）

■ 実質収支額　21,479円 （A-B-C）

歳入総額 401 億 2,417 万円

歳出総額 378 億 1,430 万円

翌年度へ繰り越すべき財源　　9 億 2,705 万円

実質収支額　13 億 8,280 万円

 一般会計決算

9
月
定
例
議
会
は
「
決
算

議
会
」。
事
務
の
適
正
処
理

に
厳
し
く
言
及

　

  

　
9
月
定
例
会
で
は
、「
予
算
決
算

常
任
員
会
」
に
お
い
て
平
成
30
年
度

決
算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

「
決
算
審
査
」
は
、
前
年
度
の
予
算

が
目
的
に
沿
っ
て
適
切
に
使
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
改
善
点

や
要
望
を
市
に
伝
え
今
後
の
予
算
や

事
務
執
行
に
つ
な
げ
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
監
査

委
員
か
ら
の
審
査
意
見
書
に
大
変
厳

し
い
指
摘
内
容
が
書
か
れ
て
お
り
、

議
会
と
し
て
も
事
務
執
行
の
適
正
に

つ
い
て
厳
し
く
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
不
認
定

と
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
空
き
家
利
活
用
地
域
活
性

化
事
業
補
助
金
で
は
、
今
後
の
補
助

金
交
付
事
務
に
お
け
る
検
査
体
制
の

充
実
等
適
切
な
事
務
処
理
の
徹
底

を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
補
助
事

業
者
に
対
し
て
事
業
の
目
的
に
沿
っ

た
施
設
活
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
促
す

こ
と
を
審
査
報
告
書
に
記
載
し
ま
し

た
。

決算について、

論点を整理して議

員間の自由討議を行

うなど、４日間にわ

たって慎重に審査し

ました。

 一般会計歳出総額378億 1,430万円のまちづくり

不認
定

一般会計決算

※特別会計の決算額や財政指標など、詳しくは広

報たんば10月号または市のホームページをご覧

ください。

←丹波市 HP

一般会計

※１万円未満切り捨てのため差引額は一致しません。

１
問

答

来年度から普通交付税が一本算定※されるなど財政状況が厳しさを増す中、平成

30年度決算においては約13億8千万円の黒字となっています。歳入の減収が

見込まれる中、今後の財政健全性維持に向けた市の考え方を求めました。

普通交付税の算定基礎となる人口が減り、市

の歳入は減収傾向になりますが、平成３０年

度決算から見る財政健全性維持に向けた今後の市

の取組、方向は。

歳入全体では、一本算定への移行に伴い

交付税の額が減少し、今後人口減少から

一般財源 の増収はないと考えております。そ

のため、中長期的な視点に立った事業執行や計画的

な投資を行っていきます。また、国・県の補助を最

大限に活用し市の一般財源の負担を減らすなど、適

正な黒字を出しつつ今後も財政の健全性を維持して

いきます。

２
シティプロモーションの成果と効果は？

問

問

答

答

３年の計画で進められてきたシティプロモーション。さまざまな事業が展開される

中、2年が経過し、その成果と効果がどのように進んでいるのか確認しました。なお、

今年度が最終年度となることから、１２月中に所管の委員会に事業の成果報告をす

るよう求めています。

補助対象事業者の建物の鍵を市が管理し

ているなど、事務執行は適正なのか。

市と補助対象事業者との関係において、

市民に疑念を持たれないよう適正な事務

執行を行っていきます。

補助対象者が地域おこし協力隊員を兼務

しているのはどうなのか。

当該の地域おこし協力隊員と市に雇用関係はあ

りません。その上で、それぞれの事業のすみわ

けを明確にしており、各報告書で把握しています。

また、公募の中から公開審査を行ったうえで、専門

性の高さとそれぞれの事業の相乗効果も図ることが

できることから適切な人選であると考えています。

カイ

　　　セツ　　

一般財源：地方税・地方譲与税・地方特例交付金及び地方交付税に、
県から交付される地方消費税交付金等各種交付金を加えた合計額で、
どんな経費にも使用できる財源のこと

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

        ＤＯＷＮ

        ＤＯＷＮ

        ＤＯＷＮ

        ＤＯＷＮ

        ＤＯＷＮ

ＤＯＷＮ

ＵＰ

ＵＰ

17 ページの「教えて！議会ワード」で
解説しています。

ＵＰ

※金額の後ろの矢印につい
ては、昨年度決算

からの増減を表しています
。

昨年度か
らどちら
もＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

　団体等への補助金交付事務において、

平成26年豪雨災害の災害復旧事業などに

おける補助金不適正事務処理の教訓が生か

されていない。交付申請書や実績報告書の

確認や審査が不十分なものが見受けられる

とともに、補助金交付要件審査が厳格とは　

　言いがたい不十分なものもあったので、

　　　　　　不認定とすべき。

　　財政運営は、各種財政指標基準内

で良好に行われており、今後不適切な事

務処理などの再発防止には適切に対応し

ていくとしている。不認定とすることで

本来地域の発展に寄与する部分を阻害す

ることのないよう、再発防止策を徹底し

令和2年度予算編成に生かせる取組を

       要望して認定すべき。

認
定
！

不
認
定
！

市の財政健全性維持を

ＳＴＡＹ

        ＤＯＷＮ

17 ページの「教えて！議会ワード」で

解説しています。
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ミ
ラ
イ
プ
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ジ
ェ
ク
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ギ
ロ
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の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
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一
般
質
問

視

察

報

告

意
見
交
換
会
回
答

つ
ぶ
や
き
川
柳

日
曜
議
会

議　案　名

条
例
制
定

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図る
ための関係条例の整備に関する条例

条
例
改
正

印鑑条例

福祉事務所設置条例

下水道条例及び丹波市コミュニティ・プラント及び農業集落排水
処理施設条例

水道事業給水条例

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例及び特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の利用者負担に関する条例　

人
事
案
件

固定資産評価委員会委員の選任
　大原哲也氏（山南町谷川）
　田中克彦氏（市島町東勅使）
　矢本正巳氏（柏原町田路）　

人権擁護委員の候補者の推薦
　山本　登氏（青垣町桧倉）

契
約
の
変
更

消防団ポンプ自動車購入変更契約（2台）
→消費税増税により764,000円増額

小型動力ポンプ普通積載車等購入変更契約
（小型動力ポンプ普通積載車5台、小型動力ポンプ4台）
→消費税増税により779,200円増額

黒井小学校西校舎大規模改造工事請負変更契約
→消費税増税により3,487,860円増額

承
認

水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について
の原案訂正

そ
の
他

市民憲章の制定

農作物共済特別積立金の取崩し

市道路線の廃止（市道中央201号線）

全員賛成で可決した議案
議　案　名

平
成
30
年
度
決
算

国民健康保険特別会計直診勘定

介護保険特別会計サービス事業勘定

訪問看護ステーション特別会計

地方卸売市場特別会計

駐車場特別会計

看護専門学校特別会計

農業共済特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

令
和
元
年
度
補
正
予
算

一般会計（2号）

一般会計（3号）

国民健康保険特別会計事業勘定

国民健康保険特別会計直診勘定

介護保険特別会計保険事業勘定（２号）

介護保険特別会計サービス事業勘定

後期高齢者医療特別会計

訪問看護ステーション特別会計

看護専門学校特別会計

地方卸売市場特別会計

駐車場特別会計（２号）

農業共済特別会計

水道事業会計

下水道事業会計（２号）

決
議 事務検査に関する決議

議
案
の

審
議
結
果

賛否が分かれた議案と審議結果 

件　　　名 結　果
賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

渡
辺
秀
幸

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

山
名
隆
衛

大
嶋
恵
子

吉
積　

毅

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

谷
水
雄
一

垣
内
廣
明

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

藤
原　

悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

奥
村
正
行

前
川
豊
市

林　

時
彦

平成 30年

度決算の
認　　定

一般会計　→P６～７に掲載 不認定 ６ 12 ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 退 ● ● ● ● ● ● ‐

国民健康保険特別会計事業勘定 認　定 16 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

介護保険特別会計保険事業勘定 認　定 16 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

後期高齢者医療特別会計 認　定 16 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

条例の制定 丹波市会計年度任用職員の給与及
び費用弁償に関する条例 原案可決 16 3 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

議案の撤回
丹波市特別職の職員で常勤の職員
の給与及び旅費に関する条例

不承認 8 11 ⃝ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ‐

条例の改正

丹波市特別職の職員で常勤の職員
の給与及び旅費に関する条例

付託先の委員会での賛否 ○ ○ ○ ○ ○
委
員
長

○ ○ ● ○ ‐

原案可決 11 8 ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ‐

丹波市議会議員の議員報酬、費用
弁償等に関する条例

原案可決 16 3 ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ‐

決　　議
適正な事務執行とコンプライアンスの
徹底を求める決議

原案可決 15 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

請　　願
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充
を求める意見書」の採択を求める請願 不採択 4 15 ● ● ○ ● ● ● ● ⃝ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ‐

※○は賛成、●は反対、退は退席 ( 監査委員）、 は賛成・反対討論を行った議員。委員会と賛否が異なる場合は、委員会採決も掲載しています。

※議長（林時彦）は議事進行を行うため、特別多数議決特を除き採決には加わりませんが、賛否同数の場合のみ議長も賛否を表明します。
※特別多数議決：重要な公の施設の廃止など、特に重要な議案については過半数または３分の２以上の賛成を必要とし、議長も採決に加わります。

可決
全員賛成で

■議案の審議結果

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願　
請願者代表　丹有地域労働組合総連合　　議長　中西勝廣 　紹介議員：西本嘉宏

  

 
 

 
 

 
 

不採
択

請　願

賛成少数

［請願の趣旨］　地域からの経済好循環の実現に向け中小企業への支援策を拡充し最

低賃金の大幅な引き上げと、最低賃金の地域間格差を是正するために全国一律最低

賃金制度を実現する意見書を国に提出すること。

　審議結果

　

９
月
定
例
会
初
日
に
行
わ
れ
た
、
代

表
監
査
委
員
の
「
審
査
報
告
」
に
お
い
て
、

不
適
正
・
不
適
切
な
事
務
処
理
に
つ
い

て
「
組
織
の
内
部
統
制
機
能
が
不
十
分

で
あ
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
市
議

会
と
し
て
も
事
務
処
理
の
不
備
を
指
摘

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
不
祥
事
や
不
適
切
な
事
務

処
理
が
問
題
化
す
る
た
び
に
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
基
本
方
針
や
法
令
遵
守
に

関
す
る
条
例
な
ど
を
策
定
し
て
き
た
が

事
務
の
改
善
が
見
ら
れ
ず
、
形
骸
化
し

て
い
る
こ
と
。
議
案
提
出
に
際
し
て
の

安
易
な
答
弁
や
、
委
員
会
で
の
議
案
審

査
を
終
了
し
、
採
決
さ
れ
可
決
し
た
議

案
の
撤
回
を
申
し
出
る
な
ど
、
議
会
に

お
け
る
議
案
審
議
・
審
査
に
対
す
る
認

識
が
極
め
て
甘
く
、
議
会
軽
視
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

　

そ
う
い
っ
た
点
か
ら
、
市
議
会
と
し

て
も
行
政
の
責
任
者
た
る
市
長
に
対
し
、

市
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、
強
い

意
志
と
責
任
感
を
も
っ
て
、
改
善
に
向

け
た
一
層
の
努
力
と
、
今
一
度
原
点
に

立
ち
返
り
、
職
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、

働
き
が
い
と
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
づ

く
り
、
ま
た
風
通
し
の
良
い
職
場
風
土

の
構
築
に
向
け
た
取
組

な
ど
継
続
的
な
対
応
を

強
く
求
め
る
。

適正な事務執行とコンプライアンスの徹底を求める決議 を可決

カイ

　　　セツ　　

決議：議会が行う意思決定で、その多くは政治・行政に関わる課題に対する議会の意思の表明である。

ど
う
し
て
議
案
の
提
案
者

(

市
長
）
が
撤
回
を
請
求
し

て
い
る
の
に
、
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
の
か
し
ら
？

議
案
の
撤
回
の
提
案
は
、

市
長
が
相
当
な
覚
悟
を

も
っ
て
さ
れ
た
こ
と
だ

と
思
う
。
撤
回
請
求
を

認
め
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
市
長
に
対
す
る
不

信
任
で
は
な
い
か
。
市

長
の
意
思
を
尊
重
す
べ

き
。

撤回に賛成撤回に反対

審
議
会
は
、
谷
口
市
長

の
報
酬
引
き
上
げ
を
答

申
し
た
の
で
は
な
く
、

「
丹
波
市
長
」
な
ど
特
別

職
の
給
与
改
正
を
答
申

し
た
の
で
あ
る
。
不
適

正
事
務
に
つ
い
て
の
責

任
問
題
は
、
給
与
改
正

と
は
別
で
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。

特
別
職
の

給
与

意見書・決議
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論点！
ココがギロンの

９
月定例会

市
長
・
議
員
な
ど
の

特
別
職
の
給
与
・
報
酬
を

改
正

　

平
成
31
年
3
月
に
、
丹
波
市
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
が
13
年
ぶ
り
に
開
か

れ
、
丹
波
市
特
別
職
の
給
与
や
報
酬
な

ど
に
つ
い
て
他
市
類
似
団
体
と
の
比
較

や
物
価
指
数
の
上
昇
率
な
ど
も
ふ
ま
え

て
、
５
％
の
増
額
が
適
当
と
の
答
申
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
丹
波
市
常
勤
特
別
職

の
給
与
と
議
員
報
酬
の
５
％
引
き
上
げ

の
議
案
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
議
員
か
ら

の
提
案
に
よ
り
定
数
を
削
減
し
て
い
る

が
、
報
酬
は
市
発
足
時
の
ま
ま
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
慮
し
、
来
年
4
月
か
ら

5
％
引
き
上
げ
る
議
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
な
ど
の
特

別
職
の
給
与
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
決
算
審
査
で
の
不
適
正
・

不
適
切
な
事
務
処
理
が
指
摘
さ
れ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
給
与
引
き
上
げ
が
市

本
会
議
で
撤
回
を
提
案

可
決
ま
で
の
流
れ

本
会
議
で
議
案
提
案

                      　         　9/30　      9/25        9/ 20 ～　   9/13    9/2

 　

賛
成
多
数
可
決　

  

特
別
職
の
給
与
引
上
げ
へ

採
決:

賛
成
少
数　

  

不
承
認

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
審
査

採
決
：
賛
成
多
数

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で

不
適
正
事
務
を
指
摘

議
案
撤
回
請
求

議
案
と
し
て
採
決

民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と
し
て
、
市

当
局
よ
り
議
案
撤
回
請
求
が
あ
り
ま
し

た
が
、
議
会
は
撤
回
を
認
め
ず
、
最
終

的
に
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。



＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

西
脇
秀
隆

藤
原
　
悟

奥
村
正
行

太
田
一
誠

吉
積
　
毅

近
藤
憲
生

垣
内
廣
明

須
原
弥
生

渡
辺
秀
幸

太
田
喜
一
郎

前
川
豊
市

大
嶋
恵
子

山
名
隆
衛

谷
水
雄
一

広
田
ま
ゆ
み

西
本
嘉
宏

小
川
庄
策

ココが聞きたい！一般質問

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め60分です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前にホー

ムページに掲載。また、

傍聴者には、質問要旨

をお渡ししています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員個人が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直

接求めることができる唯一の機会です。今回は、会派代表の6名を含む17名

が、私たちの生活にかかわることについて質問や提言をしました。

今回は

6会派の代表質問と、

11名の議員の

一般質問を行い

ました！

■一般質問

思
い
切
っ
た
子
育
て
施
策
を

市
民
に
も
市
外
の
方
に
も
よ
く
見
え
る
子
育

て
施
策
を
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答問

10
月
か
ら
、
幼
児
教

育
無
償
化
が
始
ま

り
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児

の
保
育
料
な
ど
が
無
料
に

な
る
こ
と
で
市
の
負
担
が

１
億
２
６
０
０
万
円
軽
減

さ
れ
る
。
こ
の
財
源
を
使
っ

て
、
こ
ど
も
園
の
給
食
費

無
料
化
、
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
、
ツ
ー
プ

ラ
ス
１
の
復
活
な
ど
思
い

切
っ
た
子
育
て
施
策
の
充

実
は
で
き
な
い
か
。

市
と
し
て
は
子
育
て

施
策
を
最
重
要
課
題10月より3歳児から5歳児の保育料が無

料になります。

答

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
で

も
、
こ
ど
も
園
の
課
題
解

決
型
補
助
金
や
保
育
教
諭

処
遇
改
善
な
ど
市
単
独
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
子
育
て
施
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

農
業
施
策
の
充
実
は

獣
害
が
年
々
拡
大
し

て
い
る
。
個
人
で
も

電
気
柵
の
設
置
補
助
の
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

農
家
を
励
ま
し
て
も
ら
え

な
い
か
。

電
気
柵
の
設
置
補
助

申
請
は
農
会
や
自
治

会
申
請
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
市
の
農
業
振
興

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

答 問

丹　新　会

代表

西
に し わ き

脇 秀
ひ で た か

隆 議 員

皆
で
支
え
あ
い
希
望
の

持
て
る
社
会
の
構
築
を

従
来
の
行
政
の
縦
割

り
的
な
相
談
体
制
で

は
対
応
で
き
な
い
複
合
的

な
課
題
に
対
応
す
る
総
合

的
な
支
援
窓
口
の
設
置
、

ま
た
Ｃ
Ｓ
Ｗ

の
全
市
的

な
配
置
を
。

生
活
困
窮
を
は
じ
め

と
す
る
複
合
的
な
課

題
を
抱
え
る
人
や
制
度
の

狭
間
の
人
な
ど
の
、
部
局

の
枠
を
越
え
た
相
談
に
対

応
す
る
福
祉
総
合
相
談
窓

口
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
窓
口
に
は
、

社
会
福
祉
士
等
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ

の
機
能
を
持
つ
職
員
の
配

置
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

保
育
料
無
償
化
に
よ

り
待
機
児
童
が
出
て

く
る
こ
と
は
な
い
か
。

無
償
化
に
限
ら
ず
３

歳
未
満
児
の
保
育
需

要
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
処

遇
改
善
を
進
め
、
保
育
人

材
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
市
が
認
可
す
る
小

規
模
か
つ
０
～
２
歳
児
を

受
け
入
れ
る
小
規
模
保
育

施
設
の
拡
充
支
援
に
努
め
、

受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
地
域
振
興
基
金
等
を
活
用
し

た
景
気
対
策
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

答答 問

問答

消
費
税
増
税
に
対
す
る
景
気
対
策
は

日本共産党議員団

代表

藤
ふ じ わ ら

原 　 悟
さとる

議 員

ＣＳＷの役割イメージ図

 

ま
で
検
討
が
進
み
、
ま
も

な
く
提
示
で
き
る
と
の
事

だ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
５
ヶ

月
経
過
し
た
。
早
く
市
の

案
を
説
明
す
べ
き
だ
。

自
治
振
興
会
長
と
は

5
月
か
ら
数
回
協
議

し
ま
し
た
。
振
興
会
長
か

ら
「
地
域
課
題
に
つ
い
て

振
興
会
、
自
治
会
で
検
討

し
要
望
し
た
い
。
今
し
ば

ら
く
時
間
が
ほ
し
い
」
と

聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
振

興
会
か
ら
の
要
望
を
待
っ

て
い
る
状
態
で
す
。

会
参
加
（
就
労
）
は
、「
く

ら
し
応
援
隊

」
等
で
交

流
や
生
き
が
い
創
造
を
目

的
に
仕
組
み
の
構
築
に
取

り
組
み
ま
す
。
今
後
、
精

神
障
害
に
も
対
応
し
た
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
た
協
議
の
場
を

設
置
す
る
予
定
で
す
。

庁
舎
統
合
・
機
能
集
約

市
庁
舎
の
機
能
集
約

と
市
民
へ
の
周
知

は
。

丹
波
市
未
来
都
市
創

造
審
議
会
で
統
合
庁

舎
が
必
要
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

著
し
い
低
下
や
混
乱
を
招

か
な
い
よ
う
機
能
集
約
し
、

周
知
に
つ
い
て
は
「
広
報

た
ん
ば
」
な
ど
で
丁
寧
な

周
知
を
行
い
ま
す
。

丹
波
市
版
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
保
健
・
医
療
・
福
祉

関
係
者
の
「
協
議
の
場
」

に
教
育
を
加
え
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
て
も
社

会
参
加
（
就
労
）
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

丹
波
市
地
域
福
祉
計

画
推
進
協
議
会
で
は

教
育
関
係
者
に
も
参
画
い

た
だ
き
「
丹
波
市
地
域
福

祉
計
画
」
策
定
に
向
け
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。
社

公
共
施
設
の
維
持
管

理
は
、
縦
割
り
管
理

か
ら
、
官
民
で
横
断
的
管

理
の
取
組
が
必
要
で
は
な

い
か
。施

設
情
報
の
一
元
的

な
管
理
・
共
有
化
の

た
め
、「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
の
導

入
を
予
定
し
、
専
任
部
署

の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
包

括
管
理
業
務
」
に
つ
い
て

導
入
可
能
性
の
検
討
を
始

め
て
い
ま
す
。

職
員
の
あ
り
方
と
未
来

予
想
図
を
明
確
に

職
員
の
勤
務
意
欲
向

上
の
取
組
と
、
求
人

や
教
育
は
ど
の
よ
う
な
計

画
か
。職

員
自
身
の
進
路
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
道

次
年
度
予
算
に
向

け
、
補
助
金
見
直
し

の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た

が
、
市
の
取
組
の
進
捗
は
。

今
年
度
は
次
年
度
以

降
の
補
助
事
業
縮
減

の
た
め
、
市
単
独
事
業
と

し
て
実
施
し
て
い
る
「
事

業
費
補
助
」
に
分
類
し
た

１
３
４
件
の
補
助
金
を
必

要
性
や
効
果
か
ら
優
先
順

位
づ
け
し
40
事
業
を
廃
止

候
補
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
終
期
が
来
て
も
安

易
に
延
長
し
た
も
の
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も

全
補
助
金
を
対
象
と
し
て

見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

早
く
新
病
院
へ
の
東
西

道
路
の
地
元
説
明
を

３
月
に
ア
ク
セ
ス
道

路
の
ル
ー
ト
案
を
地

元
へ
提
示
で
き
る
と
こ
ろ

答 問

答

問

問

を
選
択
し
、
知
識
、
経
験

を
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う

最
大
限
の
配
慮
を
し
て
い

き
ま
す
。
人
材
確
保
の
た

め
、
社
会
人
経
験
者
や
多

様
な
人
材
、
専
門
性
の
高

い
職
員
も
採
用
し
て
い
ま

す
。「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修

」
や
、

女
性
職
員
に
は
「
た
ん
ば

職
員
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
研
修
」、
新
規
採
用

者
に
は
仕
事
面
や
生
活
面

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

問

暮
ら
し
の
安
全
安
心
を
い
か
に
考
え
る
か

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
導
入
し
て
輝
く
未
来
を

次
年
度
予
算
補
助
事
業
の
見
直
し
は

答

答

答

全
補
助
金
を
対
象
と
し
て
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

交
流
や
生
き
が
い
創
造
を
目
的
と
し
た
地
域

貢
献
で
き
る
仕
組
み
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

産
学
官
民
連
携
し
て
地
方
創
生
の
推
進
に
繋

が
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

答

答

奥
お く む ら

村 正
ま さ ゆ き

行 議 員

吉
よ し づ み

積 　 毅
つよし

議 員

新風クラブ

公　明　党

丹波クラブ

代表

代表

代表

太
お お た

田 一
い っ せ い

誠 議 員

問答

問答

カイ

　　　セツ　　

視察先では、歓迎の電子掲示も

会派で視察した官民複合施設
「オガールプラザ」

ＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）中高年のひきこもり等、多様化・複合化する課題に対応し、個別支援・地域支援・

1日も早い進入路整備が必要

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

しくみづくり等を行う社会福祉士等の専門職

カイ

　　　セツ　　

ＳＤＧｓ（エスディージーズ）：持続可能な開発目標　
ＯＪＴ研修：上司や先輩職員が部下の指導、育成を行う研修

カイ

　　　セツ　　

くらし応援隊：一定の研修を受講した方が、有償ボランティアとして掃除や調理などの家事支援に従事する取組
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柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

に
柏
原
支
所
を
移
転

す
る
件
で
、
事
務
所
を
ど

う
改
造
す
る
の
か
。

事
務
所
横
の
団
体
室
、

印
刷
室
、
倉
庫
の
壁

を
一
部
移
動
さ
せ
、
事
務

所
を
広
く
し
ま
す
。

事
務
所
の
改
造
費
や
、

移
転
費
用
は
い
く
ら

か
。

6
月
の
補
正
予
算

で
、
１
３
５
４
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

職
員
と
来
庁
者
の
駐

車
場
は
十
分
か
。

近
く
の
市
有
地
も
活

用
し
、
現
在
の
駐
車

場
で
、
ス
ペ
ー
ス
は
確
保

で
き
ま
す
。

■一般質問

に
持
っ
て
い
き
ま
す
。

市
庁
舎
等
施
設
管
理
業

務
の
一
元
化
は

庁
舎
等
施
設
管
理
業

務
は
、
毎
年
業
務
別

担
当
別
に
手
続
き
し
発
注

さ
れ
て
い
る
。
手
続
き
の

簡
素
化
を
含
め
た
業
務
改

善
や
効
率
化
を
図
る
た
め
、

本
業
務
を
一
元
化
し
て
は
。

「
包
括
管
理
業
務
」
を

導
入
し
て
い
る
自
治

体
の
状
況
も
参
考
に
し
、

管
理
業
務
の
一
元
化
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

柏
原
支
所
の
ホ
テ
ル

化
は
否
決
さ
れ
、
来

年
4
月
か
ら
空
き
家
と
な

る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

に
自
ら
が
実
施
主
体
と
な

ろ
う
と
す
る
市
民
や
事
業

者
な
ど
に
自
由
な
発
想
に

よ
る
提
案
を
公
募
し
て
は

ど
う
か
。

ま
ず
は
地
元
の
意
見

を
聞
き
、
必
要
が
あ

れ
ば
事
業
化
の
た
め
に
民

間
事
業
者
と
対
話
す
る
「
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査

」
も
検
討
し
ま
す
。

再
提
案
を
求
め
る
複

数
の
反
対
討
論
が

あ
っ
た
が
ホ
テ
ル
化
の
再

提
案
は
あ
る
の
か
。

ホ
テ
ル
化
の
考
え
方

を
変
え
、
柏
原
だ
け

で
な
く
全
市
的
に
活
用
方

法
を
考
え
て
も
ら
い
提
案

こ
の
事
業
に
つ
い

て
、
今
後
の
計
画
と

し
て
、
長
期
的
な
予
算
づ

け
は
ど
う
か
。
ま
た
、
現

在
の
申
込
状
況
と
着
工
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

今
年
度
は
事
業
費

１
９
８
万
円
を
充
当

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
、

事
業
費
確
保
に
努
め
ま
す
。

現
在
要
望
の
あ
っ
た
50
ヶ

所
の
う
ち
、
整
備
中
が
１
ヶ

所
、
近
日
入
札
予
定
が
１
ヶ

所
、
事
前
調
整
に
着
手
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
３
ヶ
所

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

周
辺
地
域
の
持
続
可
能

性
は

支
所
効
率
化
等
に
よ

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
は
な
い
か
、
ま
た
、

ま
ち
外
れ
意
識
の
解
消
に

つ
い
て
の
対
策
は
。

課
題
に
対
応
で
き
る

有
効
な
組
織
に
向
け

た
再
編
を
め
ざ
し
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
の
窓
口
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

各
地
域
で
自
治
機
能
、
地

域
課
題
の
解
決
能
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
が
住
む
場
所
に
よ
っ

て
疎
外
感
を
抱
く
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
て
ま
い
り

ま
す
。

答 問

問

答 問

セ
ン
タ
ー
前
の
道
路

幅
が
狭
い
が
、
ど
う

す
る
の
か
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
隣

接
し
て
い
る
区
間
の

整
備
に
つ
い
て
、
今
年
度

か
ら
事
業
着
手
し
、
現
在

地
形
測
量
業
務
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

 

官
民
一
体
と
な
っ
て
具
体
的
な
形
に
ま
と
め

ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
に
、
人
家
裏
の
危

険
木
伐
採
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

怖い裏山

観
光
客
の
利
便
性
の

向
上
及
び
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
視
点
か
ら
、
ま
た
、

鉄
道
を
市
の
基
幹
交
通
と

位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か

ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

は
必
要
で
は
な
い
か
。

２
０
２
１
年
春
か
ら

福
知
山
線
全
駅
で
利

用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
（
イ

コ
カ)

を
活
用
し
、
利
用

増
進
を
図
り
な
が
ら
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
向
け
た
要

望
活
動
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

大
規
模
災
害
時
の
対
策
を

小
、
中
学
校
で
大
規

模
地
震
等
の
災
害
速

報
を
校
内
放
送
と
連
動
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム
の
改
修
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
避

難
所
と
な
る
体
育
館
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、

市
の
負
担
が
少
な
い
国
の

補
助
事
業
が
使
え
な
い
か
。

緊
急
時
の
生
徒
、
児

童
へ
の
周
知
は
迅
速

に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
校
内

放
送
を
連
動
さ
せ
る
こ
と

は
、
有
効
な
手
段
と
捉
え
、

研
究
、
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
は
「
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
」
等

を
利
用
で
き
な
い
か
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
と
な
る
柏
原
庁
舎
の
利
活
用
は

緊
急
里
山
林
整
備
事
業
等
の
状
況
は

移
転
す
る
柏
原
支
所
を
ど
う
す
る
の
か

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
複
線
化
は

Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を

Ｊ
Ｒ
の
利
用
増
進
策
を
進
め
つ
つ
、
実
現

に
向
け
て
要
望
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

答

複
線
化
に
つ
い
て
は
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な

く
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

答

補
正
予
算
で
、
改
造
費
を
計
上
し
ま
す
。
道

路
も
拡
張
し
ま
す
。

答

答

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。 ＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

答

答

答 答

問

人
口
減
少
社
会
を
迎

え
、
利
用
増
進
が
難

し
い
中
、
複
線
化
へ
の
新

た
な
方
策
は
検
討
し
て
い

る
の
か
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の

教
訓
を
生
か
し
「
東

南
海
地
震
に
向
け
た
交
通

対
策
」
と
い
う
視
点
を
含

め
、
県
等
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
検
討
し
、
複
線
化

に
つ
い
て
は
諦
め
る
こ
と

な
く
努
力
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

複線には加古川線の活用を

答 問

答 問問

問 問

須
す は ら

原　弥
や よ い

生議員

答

問

垣
かきうち

内　廣
ひろあき

明  議員太
お お た

田喜
き い ち ろ う

一郎  議員

渡
わたなべ

辺　秀
ひでゆき

幸  議員

道路幅が狭く、車がすれ違いできません。
前
まえかわ

川　豊
とよいち

市  議員

問

減
災
に
つ
い
て
の
条
例
は

防
災
の
日
の
条
例
を

生
か
す
た
め
に
は
、

市
の
責
務
で
あ
る
減
災
に

対
す
る
条
例
の
検
討
を
す

る
の
か
、
現
条
例
を
改
正

す
る
の
か
。

「
防
災
」
の
重
要
性
を

う
た
っ
た
現
条
例
の

浸
透
に
努
め
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
「
減
災
」
に
つ

い
て
条
例
改
正
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

答答

答

問

問

答

■一般質問

丹
波
市
農
業
の
課
題
を
ど
う
考
え
る
か

農
業
維
持
と
い
う
面
か
ら
後
継
者
不
足
な
ど

大
き
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

答問

農
業
従
事
者
の
平
均

年
齢
が
70
歳
を
超
え

後
継
者
不
足
が
深
刻
な
課

題
だ
が
、
そ
の
施
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

法
人
化
へ
の
取
組
を

推
進
し
ま
す
。
法
人

化
す
る
こ
と
で
、
対
外
信

用
力
の
向
上
や
多
様
な
人

材
の
確
保
が
進
み
、
経
営

の
多
様
化
な
ど
の
発
展
が

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

構
成
員
の
中
か
ら
後
継
者

や
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

こ
と
も
可
能
と
考
え
ま
す
。

高齢化が進む丹波市の農業従事者

答

年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
耕
作
放
棄
田
解
消

に
向
け
た
施
策
も
必
要
と

思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

発
生
抑
制
の
取
組
と

し
て
、
将
来
的
に
耕

作
放
棄
地
と
な
り
得
る
農

地
を
早
期
に
発
見
し
指
導

す
る
た
め
丹
波
市
農
業
委

員
会
と
連
携
し
た
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
や
荒
廃
農
地
調

査
を
毎
年
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
解
消
に
向
け

た
取
組
と
し
て
荒
廃
農
地

を
解
消
し
活
用
し
よ
う
と

す
る
農
業
者
に
対
し
、
作

業
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
支
援
し
、
荒
廃
農
地
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

答 問

創　生　会代表

近
こ ん ど う

藤 憲
の り お

生 議 員

エレベーター設置が待たれる柏原駅！

4
月
か
ら
空
き
家
に
な
る

旧
柏
原
町
役
場
庁
舎

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

西
脇
秀
隆

藤
原
　
悟

奥
村
正
行

太
田
一
誠

吉
積
　
毅

近
藤
憲
生

垣
内
廣
明

須
原
弥
生

渡
辺
秀
幸

太
田
喜
一
郎

前
川
豊
市

大
嶋
恵
子

山
名
隆
衛

谷
水
雄
一

広
田
ま
ゆ
み

西
本
嘉
宏

小
川
庄
策

カイ

　　　セツ　　
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５
月
８
日
大
津
市
で

の
事
故
を
受
け
、
丹

波
市
で
保
育
環
境
の
安
全

整
備
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

国
か
ら
未
就
学
児
が

日
常
的
に
集
団
で
移

動
す
る
経
路
の
安
全
点
検

の
実
施
の
指
示
が
あ
り
、

現
在
、
各
園
か
ら
園
外
保

育
時
に
、
道
路
で
危
険
と

認
識
し
て
い
る
箇
所
の
報

告
を
取
り
ま
と
め
、
９
月

中
に
は
、
国
、
県
、
市
に

よ
る
関
係
機
関
合
同
の
現

■一般質問

タ
ー
～
柏
原
駅
）
で
あ
る
。

周
辺
地
域
ほ
ど
料
金
が
高

額
と
な
っ
て
い
る
。
バ
ス

を
利
用
し
や
す
い
よ
う
、

運
賃
を
「
市
内
均
一
料
金
」

に
す
べ
き
で
な
い
か
。

バ
ス
運
賃
を
抑
え
、

利
用
増
進
を
は
か
る

た
め
に
、
丹
波
市
で
も
運

賃
の
低
廉
化
に
つ
い
て
検

討
を
し
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

人
口
増
加
の
た
め
出

生
率
向
上
に
直
接
つ

な
が
る
人
口
政
策
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

最
近
の
出
生
数
は
、

減
少
し
て
お
り
少
子

化
傾
向
は
、
改
善
し
て
い

ま
せ
ん
。「
子
育
て
す
る
な

ら
丹
波
市
へ
」
若
い
世
代

に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
・
タ
ク
シ
ー

の
医
療
セ
ン
タ
ー
や

ミ
ル
ネ
等
へ
の
乗
り
入
れ

は
、
市
民
の
強
い
願
い
で

あ
る
が
ど
う
か
。

乗
り
入
れ
を
検
討
し

ま
し
た
が
、
バ
ス
路

線
の
充
実
と
公
共
交
通
の

バ
ラ
ン
ス
、
デ
マ
ン
ド
・

タ
ク
シ
ー
の
利
用
増
進
と

利
便
性
向
上
を
目
指
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

市
内
バ
ス
料
金
の
最

高
は
、
片
道
８
９
０

円
（
谷
川
駅
～
医
療
セ
ン

児
童
発
達
支
援
及
び

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
日
数
が
、
他

市
に
比
べ
少
な
い
現
状
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

小
学
校
入
学
ま
で
の

児
童
へ
の
生
活
訓
練

を
す
べ
て
児
童
発
達
支
援

サ
ー
ビ
ス
で
行
う
の
で
は

な
く
、
母
子
保
健
事
業
や

認
定
こ
ど
も
園
の
加
配
対

応
ま
で
総
合
的
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

 

支
給
量(

利
用
日
数)

は
、
月
に
22
～
23
日

は
認
め
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
現
実
は
5
～
15
日

だ
。
少
な
い
の
で
は
。

来
年
度
の
障
が
い
児

福
祉
計
画
見
直
し
時

に
は
、
総
支
給
量
に
対
し

て
実
数
の
希
望
者
数
が
増

え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

必
要
量
が
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
計
画
等
を

見
直
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
島
有
機
セ
ン
タ
ー
修
理

事
業
の
進
捗
状
況

は
。

現
在
用
地
の
測
量
業

務
が
完
了
し
、
地
元

自
治
会
と
細
部
の
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
以

降
は
、
堆
肥
の
生
産
方
法
を

研
究
し
、
施
設
の
改
修
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

答

答

問

問

問

答 問

地
調
査
を
行
い
、
対
策
必

要
箇
所
を
決
定
す
る
予
定

で
す
。
国
、
県
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
対
策
や

実
施
年
度
に
つ
き
ま
し
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組

丹
波
市
版
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の

体
制
づ
く
り
へ
は
、
全
市

部
局
が
一
丸
と
な
っ
た
取

組
が
必
要
で
は
な
い
か
。

「
地
域
福
祉
計
画
」
に

地
域
共
生
社
会
の
取

組
を
位
置
付
け
、
こ
れ
ら

の
体
制
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
福
祉
部
、
健
康
部
、

ま
ち
づ
く
り
部
を
は
じ
め

各
部
の
連
携
し
た
施
策
推

進
を
進
め
、
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

 

バ
ス
の
利
用
増
進
を
は
か
る
た
め
に
、
運
賃

の
低
廉
化
を
検
討
し
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
発
達
を

見
守
る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

こども発達支援センターは、「丹波市健康
センターミルネ」3階にあります。

山南町坂尻の路線バス停留所

空
き
家
の
諸
課
題
解

決
に
、
地
方
分
権
改

革
制
度
を
活
用
し
て
は
。

丹
波
市
で
は
、「
全
国

空
き
家
対
策
推
進
協

議
会
」
に
参
画
し
、
情
報

交
換
や
共
有
、
対
応
策
の

協
議
や
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。
所
有
者
や
相
続
人

の
調
査
に
費
用
や
時
間
を

要
す
る
と
と
も
に
売
買
価

値
を
有
す
る
資
産
に
限
ら

れ
て
し
ま
う
現
状
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
国
や
同
協

議
会
に
対
し
活
用
実
践
的

な
政
策
提
言
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
治
会
内
に
あ
る
空

き
家
の
管
理
を
必
要

な
範
囲
内
で
可
能
と
す
る

法
整
備
の
提
言
は
。

現
在
、
特
別
措
置
法

で
は
地
方
公
共
団
体

の
み
が
必
要
な
範
囲
内
で

の
情
報
の
取
り
扱
い
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自

治
会
で
の
自
主
的
な
管
理

が
可
能
と
な
る
法
律
の
整

備
を
提
言
し
ま
す
。

提
言
す
る
為
に
は
部

署
の
横
断
統
括
的
な

組
織
が
必
要
で
は
。

社
会
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
変
化
す
る
中
、

地
方
の
実
情
を
速
や
か
に

国
に
届
け
る
た
め
に
は
、

組
織
の
在
り
方
も
検
討
し

ま
す
。

バ
ス
運
賃
の
市
内
均
一
料
金
の
実
施
を

障
が
い
児
に
係
る
福
祉
充
実
を
図
る
べ
き

保
育
環
境
の
安
全
整
備
は
ど
う
か

交
通
弱
者
に
対
す
る
新
制
度
の
創
設
へ

薬
草
薬
樹
公
園
・
丹
波
の
湯
の
今
後
は

地
方
分
権
改
革
の
積
極
的
活
用
を

地
方
の
声
を
国
へ
届
け
る
よ
う
、
組
織
の

あ
り
方
も
検
討
し
ま
す
。

答

移
動
制
約
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
福
祉

に
よ
る
移
動
施
策
を
見
直
し
ま
す
。

答

答

応
急
的
修
繕
対
応
で
は
な
く
、
調
査
結
果
を
踏

ま
え
必
要
な
修
繕
工
事
を
検
討
し
ま
す
。

９
月
中
に
関
係
機
関
合
同
の
現
地
調
査
を
行

い
、
対
策
必
要
箇
所
を
決
定
予
定
で
す
。

答

答

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。 ＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

問

「
提
案
募
集
方
式
」
に
よ
る
地
方
分

権
改
革

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

西
脇
秀
隆

藤
原
　
悟

奥
村
正
行

太
田
一
誠

吉
積
　
毅

近
藤
憲
生

垣
内
廣
明

須
原
弥
生

渡
辺
秀
幸

太
田
喜
一
郎

前
川
豊
市

大
嶋
恵
子

山
名
隆
衛

谷
水
雄
一

広
田
ま
ゆ
み

西
本
嘉
宏

小
川
庄
策
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丹
波
の
湯
で
使
用
し

て
い
る
ト
ウ
キ
葉
の

必
要
量
は
十
分
あ
る
の
か
。

ト
ウ
キ
の
葉
は
不
足

し
て
い
ま
す
。
現
状

で
必
要
な
ト
ウ
キ
の
葉
が

地
元
で
確
保
で
き
る
よ
う

に
生
産
拡
大
な
ど
の
支
援

に
努
め
ま
す
。

薬
草
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
今
後
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

ふ
る
さ
と
和
田
振
興

会
や
ト
ウ
キ
生
産
部

会
を
中
心
に
奈
良
県
宇
陀

市
、
兵
庫
医
療
大
学
と
の

連
携
を
支
援
し
薬
草
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

答

答

問

問

一
人
で
公
共
交
通
を

利
用
で
き
な
い
人
へ

の
対
応
と
し
て
、
福
祉
交

通
の
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト

事
業
と
高
齢
者
外
出
支
援

事
業
を
一
体
化
し
て
、
現

在
の
課
題
を
解
決
し
な
が

ら
、
タ
ク
シ
ー
業
界
等
と

の
共
同
で
、
新
し
い
制
度

の
創
出
を
す
べ
き
で
あ
る
。

市
が
整
備
す
る
公
共

交
通
利
用
と
の
関
係

や
、
安
全
性
、
利
便
性
の

観
点
か
ら
対
象
者
や
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

見
直
し
が
必
要
な
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
丹
波
市

地
域
公
共
交
通
会
議
に
お

い
て
福
祉
交
通
部
会
を
設

置
し
、
全
体
の
公
共
交
通

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
協
議
い
た
し
ま
す
。
令

福祉交通の充実

「
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
フ
ォ

ト
ラ
リ
ー
」
実
施
後
は

「
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル

フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
」
を

行
っ
た
そ
の
後
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

「
マ
ン
ホ
ー
ル
を
探

せ
」
を
実
施
し
、
総

数
１
０
１
名
の
市
内
外
か

ら
応
募
が
あ
り
、
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国

的
に
注
目
度
が
高
い
マ
ン

ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

丹
波
市
の
魅
力
を
全
国
へ

発
信
す
る
計
画
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

答

答 問

答 答問問

谷
たにみず

水　雄
ゆういち

一  議員

答

問

山
や ま な

名　隆
たかえい

衛  議員

大
おおしま

嶋　恵
け い こ

子 議員

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

３年越しで保育環境の安全整備が行わ
れた「認定こども園ふたば」

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

問答

「下水道マンホールフォト
ラリー」

問

問答

和
３
年
度
実
施
を
目
途
に

検
討
し
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
自
主
返
納
は

免
許
の
自
主
返
納
数

の
増
加
に
伴
う
行
政

の
対
応
は
、
い
か
に
進
め

て
い
く
の
か
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
制

度
を
説
明
し
て
、
生

活
し
や
す
い
環
境
の
相
談

に
の
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

た
ん
ば
共
通
商
品
券
一
万

円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

答答答

問

問

答

■一般質問



     

丹
波
市
議
会

        

15
年
の
あ
ゆ
み

  

丹
波
市
議
会
☆

        

ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

視

察

報

告

意
見
交
換
会
回
答

つ
ぶ
や
き
川
柳

日
曜
議
会

議会運営委員会が先進地に学ぶ

市民フリースピーチ制
度ほか（愛知県犬山市）

犬山市議会では、市民フリースピーチ制度を

導入し、年に２回、市民が市政に関して発言

する場を設けています。休日や夕刻に開催さ

れるので傍聴者も多く、発言後は、議員全員

協議会で対応を協議し、結果を発言者に報告

するので、発言者も納得され、議会に対する

信頼感も大きいようです。過去には発言を市

に申し入れた事例もあるなど、市民の声を市

政に反映させる方法の一つとして参考にすべ

きだと感じました。

丹波市議会がさらに議会改

革を推進するため、議会改

革の先進地を訪問し、視察

研修を行いました。

市議会災害対策会議
ほか（大阪府八尾市）

八尾市議会では、災害対策本部が設置され

た場合、正副議長及び各会派代表で組織す

る「八尾市議会災害対策会議」が招集され、

議員の安否や居所及び災害状況を把握して

います。また、議場において、避難誘導訓

練を２年に１回程度、警備会社の安否確認

サービスによる安否確認を年に１～２回程

度行うなど、議会全体としての熱心さが非

常に参考になりました。

議員も日々、勉強しています。
　丹波市議会では、議員の資質向上のため、年に数

回議員研修会を実施しています。

　今年度は、７月４日に法制のスペシャリストであ

る法令出版会社から講師をお招きし、条例の基本や

議員としてのコンプライアンスについて学びまし

た。

　また、お隣の丹波篠山市議会と合同での研修会も

年に2回行っています。

　今年度の第1回目は、8月9日に丹波篠山市役

所で、早稲田大学稲
いなつぐひろあき

継裕昭先生から自治体の業務に

おけるAI活用の効果と課題について学びました。

視察報告

自治会等が市に提出した要望書に対しては、期日

を定めて回答するとともに、時間を要するものに

ついては、その都度自治会に回答時期を示されたい。

  市民との意見交換会

意見に対する市からの回答が

届きました

今後、一定の期限を設けて回答するように関係部

署で調整していきたいと考えています。　

　また、要望を実現するために時間を要するものについて

は、一定期限での見込等を回答するよう努めます。

自治会等に対する要望書への回答に
ついて

　意見交換会でお聴

きしたご意見や当日

の様子は、市議会

ホームページでご

　覧いただけます。

回答の全文は
ホームページ

に掲載しています

丹波医療センターが開院することにより、今後

その周辺部の渋滞悪化が予測される。ついては、

開院後の一定の時期をみて交通量調査を実施し、市民の

生活環境に影響がある場合は、その対策を進められたい。

開院を受け、交通状況等の調査を行う予定です。

その調査結果に基づき、対策が必要であれば関

係機関との協議を進めてまいります。

　なお、開院前には市長から丹波警察署長及び丹波県民

局長に対して、交通の状況を十分監視してほしい旨の要

請を行いました。今後とも、市民生活への影響が出ない

よう注視してまいります。

意見

意見

意見

新病院周辺の交通対策について

回答

回答

回答

近年の猛暑による学校での熱中症事故を未然に防

ぎ、より安全性を高めるため、運動会や体育の授

業などの教育課程の実施時期及び内容について、十分配慮

されたい。

熱中症事故の防止については、環境省や日本スポー

ツ振興センター等から出されている資料を参考に、

「熱中症予防に係る小・中学校活動方針」を市教育委員会で

策定しています。活動の実施に当たっては、児童生徒の安

全確保を最優先にして判断をしてまいります。

気候に応じた教育課程の実施に
ついて

議 員 研 修

　

丹
波
市
議
会
で
は
、
毎
年
全
国
各

地
の
市
議
会
か
ら
の
視
察
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
議
会
だ
よ
り
「
た
ん

ば
り
ん
ぐ
」
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
が
多
く
あ
り
、
現
時
点
で
す
で
に

昨
年
度
の
広
報
関
係
の
視
察
の
数
に

達
し
て
い
ま
す
。

　

視
察
で
は
、
丹
波
市
の
取
組
状
況

を
お
伝
え
す
る
だ
け
で
な
く
、
情
報

交
換
を
行
う
中
で
学
ん
だ
他
市
の
良

い
事
例
や
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
な
ど

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

長崎・山口・香川・三重…全国各地から議会

だよりについて視察を受け入れています。
視察受入件数令和元年度（9 月末まで） 

　　　　　　　　 10 件（うち広報関係 6 件）平成 30 年度 16 件（うち広報関係 6 件）平成 29 年度 21 件（うち広報関係 6 件）

市からの回答日：令和元年 7 月 31 日

教えて！

議会ワード
- ２ - 

市
民
に
開
か
れ
た

わ
か
り
や
す
い
議
会
を
め
ざ
し
て

　

丹
波
市
議
会
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す
い
議
会
を
め
ざ

し
い
ま
す
が
、
議
会
で
使
わ
れ
る
用
語
が

難
し
い
と
の
ご
意
見
も
あ
り
、
数
回
に
分

け
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
2
回
目
と

な
る
今
回
は
6
～
7
ペ
ー
ジ
で
特
集
し
て

い
る
決
算
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
用
語
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1  

繰く
り
こ
し
め
い
き
ょ
ひ

越
明
許
費

　

災
害
や
資
材
不
足
な
ど
の
特
別
な
事
情

に
よ
っ
て
、
工
事
等
が
遅
れ
、
年
度
内
に

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
翌
年

度
に
限
り
繰
り
越
し
て
経
費
の
支
出
を
す

る
こ
と
。
６
ペ
ー
ジ
の
、「
次
年
度
に
繰
り

越
す
べ
き
財
源
」
を
そ
の
経
費
に
あ
て
る
。

2   

一い
っ
ぽ
ん
さ
ん
て
い

本
算
定　

　

合
併
特
例
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

18
年
3
月
末
ま
で
に
合
併
し
た
市
町
村
は
、

合
併
の
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く
10
年
間
は
、

合
併
前
の
市
町
村
ご
と
に
算
定
し
た
普
通

交
付
税
の
総
額
を
配
分
さ
れ
る
が
、
11
年

目
以
降
か
ら
段
階
的
に
減
ら
さ
れ
、
16
年

目
に
は
純
粋
に
一
つ
の
自
治
体
と
し
て
算

定
さ
れ
る
こ
と
。
合
併
す
る
と
行
政
の
効

率
化
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
一
本
算
定
で

は
一
般
に
配
分
額
が
減
る
。

議会で使われ

るコトバって

難しい…

今回は決算に

おいて使用される

用語について見て

みましょう。
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Shigikai InformationShigikai Information

日曜議会を傍聴しました！

　日曜日に開催されたため、初め

て傍聴に来ました。私たちの住む

丹波市のことに対して熱心に、ま

た、真剣に討論されている姿が印

象に残りました。

　これからもたまに日曜日に開催

されることを願います。

　

　　　細見俊文さん（春日地域）

丹波市議会初！

日曜議会

     

丹
波
市
議
会

        

15
年
の
あ
ゆ
み

  

丹
波
市
議
会
☆

        

ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議
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←ホームページからの応募はコチラ
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7月発行たんばりんぐ58号訂正のお知らせ　

　「議場ってどんなところ？」(16ページ）に掲載した、中学生の氏

名に誤りがありました。

　正しくは、「三田麟太郎さん」「方山陽太さん」です。
　大変申し訳ございませんでした。お詫びして訂正いたします。

　「ココが聞きたい！一般質問」西脇秀隆議員（12ページ）が使用

した写真について、線路敷地内に足を踏み入れた状態で撮影された

ものを掲載しておりました。大変申し訳ございませんでした。

　一般質問の原稿・写真については各議員にお任せしておりますが、

今後は広報広聴委員会としても確認を行います。　

12
月の
定例会

ぜひ
傍聴にお越し
ください。

＊上記の日程は変更になる場合があります。最新の

情報はホームページなどでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土

12/1 2

本会議

議案提案

9：30～

3 4 5 6 7

8 9

本会議

一般質問

9：00～

10

本会議

一般質問

9：00～

11

本会議

一般質問

9：00～

12 13

本会議

議案質疑

9：30～

14

15 16 17

総務文教

9：30～

18

民生産建

9：30～

19

予算決算

9：30～

20
常任委員会

予備日

21

22 23 24

本会議

委員長報

告・採決

9：30～

25 26 27 28

たくさんのご参加ありがとうございました。

日曜議会を傍聴しました！

　市長・市役所の方々・教育長・

議員の方々、みなさんの全力感と

集中力に驚きました。

　心強いです。引き続き頑張って

ください。

足立健さん（柏原地域）

　　　　河部未央さん（春日地域）

あなたの作品で

　紙面を飾りませんか？　

「たんばりんぐ」では、みなさんから

の「市議会つぶやき川柳」を募集して

います。

「議会」をお題に五七五の17文字で

表現し、議会事務局までお送りくださ

い。紙面で紹介された方には、オリジ

ナルボールペンをプレゼント。ご応募

お待ちしています☆

［応募方法］郵便番号、住所、氏名、年齢、
たんばりんぐの感想をご記入の上、郵送
またはファックス、メールで議会事務局
までお送りください（宛先はたんばりん
ぐ裏面に掲載）。ペンネーム・匿名可。

温かい

メッセージ

ありがとう

ございます。

　丹波市議会は、今年の 3月に本会議開

催第 100回を迎えました。また、11 月

に丹波市制施行 15周年になることを記

念し、さらなる「開かれた議会」の一環

として全国的にも珍しい「日曜議会」を

9月 8 日（日曜日）に開催しました。

　平日は傍聴に来ることができない市民

のみなさんにも傍聴に来ていただき、議

会を身近に感じてもらいたいと企画しま

した。初めての試みですので傍聴に来

年 齢居住地

日曜議会傍聴者アンケートの結果　（回答者 30 名 / 傍聴者 33 名）

Q Q Q傍 聴 回 数

初めて
33％

初めての方が

1/3！

30 代 7％

70 代以上
63％

このまちの「あした」がみえてくる。

議会傍聴にお越しください

２～ 4 回目
40％

5 回以上
27％

40 代 7％

50 代 3％

60 代
20％氷上地域

60％

市島地域　3％

柏原地域
　　7％

春日地域
27％

山南地域
3％

青垣地域
0％

ていただけるか不安もありましたが、当

日は 33 名の傍聴があり、午前も午後

も傍聴席がほぼ満席になる盛況ぶりでし

た。

　傍聴にお越しいただいたみなさん、ご

参加ありがとうございました。

　丹波市議会は、今後も「開かれた議会」

を目指していきます。

　平日の議会にも是非傍聴にお越しくだ

さい。　

http://www.facebook.com/tambagikai/

フェイスブックでも

市議会情報を発信中

丹波市議会では、本会議や委員会の日程

のほか、市議会からのお知らせをフェイ

スブックでも配信しています。

ＦＭ 805たんば で 

たんばりんぐ情報発信中！

「議員さん こんにちは !」で
     

　　　　　  議会をもっと
身近に☆

10月22日（火曜日）

午後８時30分～

※再放送は

26日（土曜日）

午後３時30分～

10 月号について

日曜議会
アンケート結果

1819 たんばりんぐ　　　2019.10　　59号たんばりんぐ　　　2019.10　　59号

「教えて！議会ワード」は紙面の都合上、17ページに掲載しております。お知らせ
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発行：兵庫県丹波市議会　

編集：広報広聴委員会　

〒 669-3692兵庫県丹波市

氷上町成松字甲賀１番地

TEL　0795-82-1472　

FAX　0795-82-1523　
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スポーツクラブ２１氷上東　「百人一首教室」　
丹波市の

に期待

しています！

ココ

子どものよいと
ころに気づいて
伸ばせる丹波市
になって
ほしい。

楽しいカルタ
をもっと広めた
いし、みんなで
世界一をめざす

ぞ！

※個人のコメントであり、団体を代表するものではありません。

若林子供会
　夏休みラ

ジオ体操

柏原クォーターテニス同好会

認知症になっ
ても集える場
所があるとう
れしい。

誰もが

住みやすい

丹波市に。

こどもの力や夢

が将来につなげ

られるように。

多様性を
大切にする丹
波市であって
ほしい。

高齢者が集え

る健康広場が

あれば。


